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リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
整
備

１２月定例会のあらまし

「
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、分
け
れ
ば
資
源
」

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
整

リ
 サ
 イ
 ク
 ル
施
 設
 を
整
備備

平
成

年
４
月
実
施
に
向
け
～
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
～

２１

（２）

ごあいさつ
山田町議会議長　昆　　暉 雄

　新年明けましておめでとうございます。

　町民の皆さんは、健やかで希望に満ちた新年をお迎えのこ

とと、心からお喜び申し上げます。昨年中、皆さんからいた

だきました議会への温かいご理解と絶大なるご協力に対し、

厚くお礼を申し上げます。

　わが町の財政は、自主財源が乏しい上に、依存財源として

大きく期待するところの国からの地方交付税や補助金などが

年々減額され、一方で、かつて経験したことのない加速の一

途をたどる少子・高齢化対策などの社会福祉関連の負担はか

さみ、年を追うごとに厳しさが増すなかで、町当局は、これ

の打開と健全な財政運営を目指し、種々、行財政の改革に取

り組んでおりますことは、皆さんご承知のことと存じます。

　本年は、第８次総合発展計画が前期５年の中間年を迎え、

本格的な住民協働の推進など、実施計画に基づく事業が展開

されることになります。このような現状のなか、昨年１２月２４

日に閣議決定された、国の「２００８年度一般会計予算案」では、

本年度まで三位一体の改革のもとで減らされ続けてきた地方

交付税の３年ぶりの増額が盛り込まれました。中身的には、

地方の支援と活性化を狙いとした地方再生対策費として４００

億円の特別枠を設け、財政力の弱い自治体に重点配分し、都

市と地方の財政力格差の是正を図るとしておりますが、現段

階では不透明と言わざるを得ません。特別枠を設けるなど増

額については一定の評価はいたしますが、基本的姿勢として、

引き続き国に対し、三位一体改革以前にも匹敵するような地

方交付税の復元に加えて、包括的で安定的な地方間財政力の

格差是正の仕組みを再構築していただくよう強く求めてまい

る所存であります。

　議会では、皆さんご承知のとおり、昨年の議員改選時から

定数を２人減らし、１８人での新しい議会構成のもとで運営を

してまいりました。

　新年を迎え、あらためて本町の現実を直視し、町執行部と

ともに知恵を出し合い、町民の皆さんのご理解とご協力をい

ただきながら、町民福祉の向上を図るべく、その使命を果た

す所存であります。

　本年も一層のご支援とご協力を賜りますとともに、今年こ

そ、町民の皆さんと山田町にとって、明るく希望の持てる年

となることを祈念し、議会を代表してのあいさつと致します。
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月
定
例
会
は
、　

月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
３

１２

１２

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
５

㌻
～
　
㌻
に
掲
載
）
に
は
　
人
が
登
壇
し
、
産
業

１３

１０

振
興
や
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
、
小
学
校
統
廃
合
問

題
な
ど
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て
質
問
。
町
か
ら

は
、
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
規
約
の
一
部
改
正

に
関
す
る
議
案
、
山
田
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
改
正
案
や
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
　
件
１３

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
採
択
さ
れ
た

請
願
に
伴
う
議
員
発
議
の
意
見
書
を
可
決
し
、
３

日
間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
廃
棄
物
処
理
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
全
国
各
地
で
非
常
に
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
以
後
、
こ
れ
ま

で
「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
」
が
当
然
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
、
廃
棄
物
の
量
は
増
大
の

一
途
を
た
ど
り
、
他
の
自
治
体

で
は
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
最

終
処
分
場
が
足
り
な
く
な
る
事

態
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
こ
数
年
は
廃
棄

物
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、

全
国
的
に
資
源
循
環
型
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
廃
棄
物

の
減
量
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

る
容
器
包
装
廃
棄
物
５
品
目

（
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
白
色
ト
レ
イ
・
そ
の
他
の

紙
・
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

の
分
別
収
集
を
実
施
す
る
た
め
、

平
成
　
年
度
に
リ
サ
イ
ク
ル
施

２０

設
を
整
備
し
、
平
成
　
年
４
月

２１

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
化

を
推
進
す
る
た
め
、
宮
古
地
区

広
域
行
政
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、

新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た

め
の
広
域
市
町
村
負
担
金
割
合

（
別
表
１
）
な
ど
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
缶
・

ビ
ン
類
な
ど
３
種
類
６
品
目

だ
っ
た
分
別
対
象
が
、
平
成
　２１

年
４
月
か
ら
７
種
類
　
品
目
に

１１

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
問
題
の
現
状

　
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
で

も
廃
棄
物
の
減
量
化
に
取
り
組

み
、
当
初
計
画
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
対
象
物
を
７
種
類
　
品
目
と

１１

定
め
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
、

１４

全
品
目
の
実
施
に
先
駆
け
て
３

種
類
６
品
目
（
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
の
分
別
収
集

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。　
　

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
宮

古
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、

国
で
定
め
た
「
容
器
包
装
に
係

る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」
に
基
づ

き
、
平
成
　
年
６
月
に
、
平
成

１９

　
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
第

２４五
期
分
別
収
集
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
残

宮
古
地
域
で
の
取
り
組
み

負担割合(％)区　　　分

64.99宮 古 市

17.36山 田 町

9.62岩 泉 町

4.86田 野 畑 村

3.17川 井 村

100.00計

〈別表1〉リサイクル施設整備に係る負担割合

一
般
会
計
に
１
９
２
３
万
円
を
追
加

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
な
ど

▽
民
生
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
１
０
７
４
万
円
の
増

▽
土
木
費
国
庫
負
担
金
（
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
）

　
　
　
　
　
９
５
０
万
円
の
減

▽
財
産
収
入
（
大
沢
地
区
土
地

売
払
収
入
な
ど
）

　
　
　
　
１
９
３
６
万
円
の
増

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
６
７
１
万
円
の
減

▽
障
害
者
福
祉
費
（
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
な
ど
）

　
　
　
　
２
４
８
０
万
円
の
増

▽
下
水
道
総
務
費
（
漁
業
集
落

排
水
処
理
事
業
繰
出
金
な
ど
）

　
　
　
　
１
８
２
８
万
円
の
減

▽
教
育
費
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
購
入
費
な
ど
）

　
　
　
　
１
４
１
４
万
円
の
増

　
一
般
会
計
に
１
９
２
３
万
円

を
追
加
す
る
な
ど
、　

年
度
の

１９

補
正
予
算
７
件
が
提
案
さ
れ
審

議
の
結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

一
般
会
計
の
補
正
は
、
事
務
事

業
や
補
助
金
な
ど
の
確
定
に
伴

う
増
減
、
公
有
財
産
土
地
売
払

い
に
よ
る
増
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
減
額
な
ど
が
骨
子
で
、

補
正
予
算
と
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計
補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予

一
般
会
計
補
正
予
算算算算算算算算算算算

新たに施設を整備し、リサイクル分別収集が７種類１１品目に拡充
されるみやこ広域リサイクルセンター（宮古地区広域行政組合）

（３）

７
種
類
　
品
目
に
拡
充

１１

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集
の
対
象
物
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１２月定例会のあらまし

質

教
育
委
員
会
　
今
す
ぐ
の
効
果

は
見
え
て
こ
な
い
が
、
子
供
た

ち
が
帰
っ
て
き
た
時
の
表
情
は
、

非
常
に
素
晴
ら
し
く
目
も
輝
い

て
い
る
。
第
８
次
総
合
発
展
計

画
の
５
年
間
は
実
施
が
決
ま
っ

て
い
る
。
人
数
に
つ
い
て
は
、

応
募
人
数
が
多
い
た
め
数
を
減

ら
す
の
は
難
し
い
。

問
　
区
画
整
理
事
業
の
工
事
費

が
増
え
補
償
費
が
減
っ
て
い
る

の
は
。

地
域
整
備
課
　
移
転
補
償
費
の

確
定
に
よ
る
減
で
あ
り
、
減
額

分
を
工
事
費
に
計
上
し
た
こ
と

に
よ
る
増
で
あ
る
。

問
　
原
油
高
も
あ
り
小
中
学
校

の
燃
料
費
が
増
え
て
い
る
が
間

に
合
う
の
か
。

教
育
委
員
会
　
３
月
ま
で
間
に

合
う
計
画
で
補
正
要
求
し
た
が
、

現
在
も
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
で
間
に
合
う
か
は
分
か
ら

な
い
。
子
供
た
ち
に
寒
い
思
い

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
福
祉
灯
油
関
係
の
予
算
が

な
い
が
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
国
は
原
油
高
の
影
響
も

あ
り
暖
を
取
る
た
め
の
灯
油
を

購
入
す
る
助
成
制
度
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
町
と
し

て
も
、
国
・
県
な
ど
の
動
向
を

見
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
　
大
沢
地
区
の
土
地
売
買
は

予
定
通
り
か
。

企
画
財
政
課
　
町
内
の
方
を
対

象
に
公
募
し
５
区
画
中
３
区
画

の
売
買
が
成
立
し
た
。
残
る
区

画
に
つ
い
て
、
今
後
は
町
外
の

方
も
対
象
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
保
留
地
の
購
入
を
検
討
し

て
い
る
企
業
と
の
経
過
は
。

地
域
整
備
課
　
継
続
中
で
あ
る

が
成
立
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
は
す
べ
て
の
小
中
学

校
に
配
備
さ
れ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
　
山
田
中
・
豊
間

根
中
・
山
田
南
小
に
配
備
す
る
。

今
後
、
全
校
に
配
備
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
配
備
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
中
学
生
に
普
通
救

命
講
習
を
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

教
育
委
員
会
　
基
本
は
先
生
方

に
普
通
救
命
講
習
を
受
け
て
も

ら
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
に
慣
れ
て

も
ら
う
こ
と
が
先
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

オ
ラ
ン
ダ
で
な
け
れ
ば
人
づ
く

り
は
で
き
な
い
の
か
。
人
数
も

含
め
、
見
直
し
を
す
る
べ
き
で

は
。

条　例　関　係
■地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴

う関係条例の整備に関する条例

　町職員の育児休業等に関する関係条例の整備を行い

ました。

■一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　平成１９年度の人事院勧告に基づき若年層の職員給与

の増額など関係条項の整備を行いました。

■山田町放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例

　山田町放課後児童クラブ条例に関する関係条項の整

備を行いました。

一　般　議　案
■公の施設の指定管理者の指定

　山田町堆肥センターの指定管理者に農事組合法人エ

コファーム山田を指定しました。

■宮古地区広域行政組合規約の一部変更

　平成２０年度施行に係るリサイクル施設の建設経費の

負担割合など規約を一部変更しました。

■宮古地区広域土地開発公社の解散

　当初の目的を達成し今後も活用する見込みがないこ

とから同公社は解散の手続きを行います。

予　算　関　係
■一般会計補正予算（第３号）

　　１,９２３万円を追加。総額６７億７,８８５万円。

■国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

　１８３万円を追加。総額２６億４,８２４万円。

■老人保健特別会計補正予算（第２号）

　８万円を追加。総額１８億２,５７３万円。

■簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

　２３８万円を追加。総額８,９１７万円。　

■漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号）

　　３１６万円を減額。総額１億４,３０１万円。　

■公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

　　２７万円を減額。総額４億８３８万円。

■水道事業会計補正予算（第１号）

　　２３９万円を追加。総額２億７,３５９万円。　　

請　　　　　願
■２００８年４月実施の「後期高齢者医療制度」の中止・撤回

　を求める請願

　請願者　岩手県社会保障推進協議会　会長　高橋　八郎

　　　　　宮古地域労働組合連合会　　議長　三上　久人

　審議の結果　継続審査と決定

■米価の安定対策を求める請願

請願者　農民運動岩手県連合会　　　会長　久保田彰孝

審議の結果　原案採択

議　員　発　議
■米価の安定対策を求める意見書

　米価の下落に歯止めをかけ、稲作の安定対策と食料

自給率の向上を図るための対策などを求めるものです。

人　事　案　件
■教育委員の任命に同意

　平成２０年２月５日に任期満了

となる内田真由美さん（５３）＝石

峠＝の再任が提案され同意しま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　内田真由美さん

（４）

疑

の

概

要

議決議案議決議案
ダイジェストダイジェスト
議決議案議決議案

ダイジェストダイジェスト
議決議案

ダイジェスト
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町の考えを聞町の考えを聞くく
一

質
問
　
年
々
増
加
す
る
携
帯
電

話
か
ら
の
緊
急
通
報
に
対
応
す

る
た
め
、
国
で
は
、
今
年
の
４

月
か
ら
携
帯
電
話
か
ら
の
緊
急

通
報
に
際
し
、
発
信
者
の
位
置

を
特
定
で
き
る
緊
急
通
報
位
置

情
報
シ
ス
テ
ム
を
い
く
つ
か
の

消
防
本
部
で
導
入
し
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
れ

ば
、
通
報
場
所
を
速
や
か
に
特

定
し
、
迅
速
な
出
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
全
国

の
消
防
本
部
で
も
導
入
の
輪
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
宮
古
地

に
つ
い
て
は
、
町
建
設
業
者
格

付
審
査
委
員
会
に
お
い
て
選
定

さ
れ
、
格
付
け
さ
れ
た
業
者
を

指
名
す
る
指
名
競
争
入
札
制
度

質
問
　
隣
町
の
大
槌
町
で
談
合

事
件
が
あ
り
、
一
般
競
争
入
札

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

　
し
か
し
、
規
模
の
大
き
な
工

事
や
特
殊
工
事
な
ら
と
も
か
く
、

規
模
の
小
さ
な
工
事
で
は
地
元

業
者
の
育
成
、
地
元
へ
の
経
済

波
及
効
果
を
考
え
、
今
ま
で
ど

お
り
地
元
業
者
優
先
の
指
名
競

争
入
札
制
度
を
堅
持
す
る
べ
き

で
あ
る
と
思
う
。

　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
他

の
市
町
村
の
入
札
制
度
を
参
考

に
し
て
、
そ
の
時
々
で
最
良
の

談
合
防
止
策
を
講
じ
、
で
き
る

限
り
透
明
公
正
で
競
争
性
の
高

い
入
札
制
度
を
導
入
す
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
町
営
工
事
の
発
注

区
広
域
消
防
本
部
で
も
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　
宮
古
地
区
広
域
消

防
本
部
に
お
け
る
指
令
台
の
機

能
と
し
て
、
携
帯
電
話
か
ら
の

受
信
は
、
消
防
本
部
で
宮
古
広

域
管
内
か
ら
の
一
括
受
信
方
式

を
と
っ
て
い
る
が
、
地
区
連
動

は
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
衛

星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
機
能
が

含
ま
れ
る
「
発
信
位
置
情
報
通

知
シ
ス
テ
ム
」
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
検
討
課
題
と
し
て
、
関

係
機
関
・
宮
古
地
区
広
域
消
防

本
部
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
透
明
公
正
で
競
争
性
の
高
い

入
札
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

１３

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
入
札
の
公
開
、
公
共

工
事
の
発
注
見
通
し
の
公
表
な

ど
、
透
明
性
・
公
平
性
に
努
め

て
い
る
。

緊急通報に備え、待機している消防職員
（注）　携帯電話からの１１９番通報は、宮古広域消
　防本部で一括受信しているため、山田消防署
　にはつながりません。携帯電話から直接緊急
　通報する場合は、電話番号０１９３（８２）３１３９へ

町の考えを聞く

（５）

鈴木善十郎議員

町営工事発注

透
明
性
・
公
平
性
に
努
め
て
い
る

透
明
公
正
な
入
札
制
度
の
導
入

防災対策
「
発
信
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」設
置
検
討

緊
急
通
報
位
置
シ
ス
テ
ム
の
導
入

般
質問
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町の考えを聞く

質
問
　
去
る
　
月
　
日
早
朝
、

１１

１１

低
気
圧
の
接
近
に
よ
る
集
中
豪

雨
で
「
町
道
サ
ギ
の
巣
・
妻
の

神
線
」
の
道
路
（
織
笠
駅
か
ら

２
０
０
ｍ
東
へ
行
っ
た
付
近
）

が
冠
水
し
た
。
幸
い
、
交
通
事

故
は
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
車

両
の
す
れ
違
う
と
き
に
水
し
ぶ

き
が
両
方
の
車
両
の
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
に
飛
び
散
り
、
ハ
ン
ド

ル
操
作
を
誤
れ
ば
交
通
事
故
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
早
急

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

沼
崎
町
長
　
質
問
の
箇
所
は
、

岩
手
県
で
現
在
施
工
中
の
織
笠

川
三
陸
高
潮
対
策
事
業
（
織
笠

川
水
門
）
の
計
画
区
間
で
あ
り
、

そ
の
計
画
に
よ
る
と
右
岸
防
潮

堤
を
整
備
す
る
際
、
町
道
は
防

潮
堤
を
乗
り
越
す
計
画
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
完
成
は
平
成
　
年
度
予
定
と

３１

の
こ
と
で
あ
り
、
当
面
は
維
持

補
修
の
中
で
対
応
し
た
い
。

質
問
　
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
は
、
２
０
３
３
年
ま
で

に
　
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と

９９
さ
れ
て
お
り
、
地
震
や
津
波
な

ど
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
は
、
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
特
に
「
水
」
の
確
保
に
つ
い

て
、
町
内
に
あ
る
井
戸
水
は
飲

料
水
と
し
て
活
用
で
き
な
く
て

も
洗
濯
水
な
ど
と
し
て
の
利
用

価
値
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
井
戸
の
場
所
を
調
査
す

る
な
ど
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

沼
崎
町
長
　
町
内
の
山
田
中
地

区
自
主
防
災
会
で
は
、
災
害
時

の
生
活
用
水
と
し
て
活
用
す
る

目
的
で
、　

月
下
旬
に
地
区
内

１０

の
「
古
井
戸
」
に
手
押
し
ポ
ン

プ
を
取
り
付
け
、
約
　
年
ぶ
り

４０

に
復
活
さ
せ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
町
と
し
て
も
災
害
時
の

重
要
な
水
資
源
と
し
て
、
町
内

の
井
戸
の
状
況
を
調
査
す
る
こ

と
に
し
た
。
当
面
は
「
所
在
場

所
」「
使
用
の
状
況
」「
管
理
者
」

を
把
握
し
、
災
害
時
の
活
用
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
他
の
活
用

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

山田中地区自主防災会で約４０年ぶ
りに復活させた古井戸（八幡町）

集中豪雨などで冠水が心配される町
道サギの巣・妻の神線（織笠地区）

稲川勝憲議員

防災対策

重
要
な
水
資
源
と
し
て
調
査
・
検
討

災
害
時
に
井
戸
水
の
活
用
を

県
事
業
「
織
笠
水
門
工
事
」で
の
整
備
に
期
待

町
道
サ
ギ
の
巣
・
妻
の
神
線
の
整
備

道路行政
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質
問
　
平
成
　
年
の
出
生
数
は

１８

１
３
１
人
で
あ
る
と
い
う
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

は
た
し
て
小
学
校
が
９
校
必
要

な
の
か
？
と
考
え
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成

　
年
　
月
定
例
会
で
取
り
上
げ

１４

１２

た
が
、
そ
の
時
は
、
現
段
階
で

は
統
廃
合
は
考
え
て
い
な
い
と

い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。

　
現
在
の
少
人
数
過
ぎ
る
学
級

が
、
は
た
し
て
児
童
生
徒
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
程
度
の
人
数
が
い
て

人
間
関
係
が
上
手
く
回
転
す
る

と
思
う
が
、
統
廃
合
を
検
討
し

て
は
。

松
尾
教
育
長
　
平
成
　
年
　
月

１４

１２

定
例
会
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

少
子
高
齢
化
の
波
は
確
実
に
進

ん
で
お
り
、
そ
の
後
も
減
少
傾

向
で
あ
る
。
ま
た
、
複
式
学
級

を
有
す
る
学
校
が
増
え
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
小
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
避
け
て
通
れ
な

い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
方
向
で

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
初
当
選
以
来
、
今
日
ま

で
　
年
間
議
員
活
動
の
中
で
、

１２
こ
れ
ま
で
毎
年
必
ず
の
よ
う
に

質
問
に
出
た
の
が
次
の
３
点
で

あ
っ
た
。

敢
町
立
図
書
館
建
設
に
つ
い
て

柑
郷
土
資
料
館
建
設
に
つ
い
て

桓
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
町
民
は
こ
れ
ま
で
執
行
部
か

ら
自
信
あ
る
説
明
、
雄
弁
詭
弁

を
聞
か
さ
れ
て
き
て
も
、
少
し

も
幸
せ
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

に
気
が
付
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
幸
せ
を
一

日
で
も
早
く
か
な
え
る
た
め
に

は
、
宮
古
市
と
の
合
併
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
今
そ
の
時
機

に
き
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
は
、
合
併
特
例
法
「
旧
法
」

下
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
本

町
は
当
面
自
立
と
の
方
針
を
前

提
と
し
て
、
第
８
次
山
田
町
総

合
発
展
計
画
を
策
定
し
た
。
本

年
度
は
計
画
２
年
目
の
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
時
点
で
こ
の
方
針
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
大
き
な
状
況
の
変
化
は
な
い

と
考
え
る
。

町の考えを聞く

山田北小学校の授業の様子

（７）

佐藤忠暉議員

合
併
問
題 当面自立の方針で進めていく

町民の幸せは合併にあるのでは

避
け
て
通
れ
な
い
状
況
に
あ
る

小
学
校
の
統
廃
合
を
考
え
て
は

教育行政
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質
問
　
下
水
道
整
備
計
画
が
な

い
織
笠
上
地
区
、
豊
間
根
全
地

区
の
生
活
雑
排
水
の
処
理
は
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
沈
殿
枡
を

設
置
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
残
る
汚
泥
処
理
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
解

決
方
法
が
な
い
の
か
伺
う
。

沼
崎
町
長
　
沈
殿
枡
に
残
る
汚

泥
処
理
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

２
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

各
家
庭
か
ら
流
れ
出
る
排
水
に

ゴ
ミ
な
ど
の
異
物
が
流
れ
込
ん

で
ろ
材
が
目
詰
ま
り
す
る
こ
と

が
汚
泥
堆
積
の
大
き
な
原
因
の

よ
う
で
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
に

は
、
汚
泥
の
水
を
切
っ
て
か
ら

自
己
所
有
の
土
地
内
で
処
理
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

質
問
　
合
併
浄
化
槽
設
置
に
対

す
る
補
助
枠
と
希
望
人
数
は
。

福
士
地
域
整
備
課
長
　
合
併
浄

化
槽
の
設
置
希
望
は
、
２
年
間

で
補
助
枠
　
基
に
対
し
　
名
の

１７

３５

希
望
者
が
あ
り
、
く
じ
に
よ
る

抽
選
で
決
定
し
て
い
る
。
補
助

枠
に
つ
い
て
は
、
環
境
問
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問
　
岩
手
宮
古
農
協
の
合
併

に
伴
い
畜
産
業
は
大
変
厳
し
く

肥
育
頭
数
も
減
少
し
て
い
る
と

聞
く
。
畜
産
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る

経
費
な
ど
具
体
的
内
容
は
。

②
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
前
に
農

協
組
合
長
と
の
約
束
事
は
。

③
畜
産
振
興
の
た
め
救
済
措
置

を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

沼
崎
町
長
　
　

①
用
地
取
得
費
１
４
６
０
万
円

建
設
費
４
億
６
９
１
０
万
円

合
計
で
４
億
８
３
７
０
万
円
。

補
助
率
は
国
　
％
、
県
　
％
。

５０

１０

起
債
総
額
は
２
億
７
８
０
万

円
で
、　

年
返
済
で
元
利
合

１０

計
２
億
２
０
６
７
万
円
と
な

る
。

②
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
後
の
運

農協合併により肥育頭数が減少し今
後の運営が心配される堆肥センター

営
に
あ
た
っ
て
は
、
公
設
民

営
で
あ
る
こ
と
、
建
設
後
の

運
営
は
畜
産
農
家
の
運
営
組

織
に
任
せ
農
協
も
積
極
的
に

協
力
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

③
特
に
黒
毛
和
種
の
肥
育
農
家

が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
と
も
肥
育
を
望
む
農
家

に
つ
い
て
は
、
新
農
協
の
新

た
な
営
農
方
針
に
そ
の
意
向

が
反
映
さ
れ
、
本
町
畜
産
振

興
に
つ
な
が
る
よ
う
合
併
協

議
会
な
ど
に
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

町の考えを聞く

（８）

三ヶ尻隆雄議員

産業振興

合
併
協
議
会
へ
強
く
要
望

農
協
合
併
後
の
畜
産
振
興

環境行政

水
を
切
っ
て
自
己
所
有
地
内
で
処
理
を

汚
泥
処
理
の
解
決
方
法
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町の考えを聞く

質
問
　
住
民
協
働
推
進
室
設
置

後
の
住
民
協
働
の
施
策
成
果
と

そ
の
検
証
と
今
後
の
施
策
は
。

沼
崎
町
長
　
８
団
体
へ
約
１
２

７
万
円
の
補
助
金
を
決
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
進
め
て
い
る
。

成
果
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
制

度
で
あ
る
こ
と
、
対
象
に
つ
い

て
も
戸
惑
っ
た
点
も
あ
っ
た
こ

と
、
年
度
途
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
検
証
は
し
て
い
な
い
。

質
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
自
発
的

発
生
が
望
ま
し
い
が
、
伸
び
悩

ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、今
後

育
成
し
て
い
く
た
め
の
施
策
は
。

沼
崎
町
長
　
県
の
振
興
局
単
位

で
説
明
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の

で
町
広
報
な
ど
で
も
そ
の
都
度

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
通
信
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

と
企
業
誘
致
活
動
も
マ
イ
ナ
ス

で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　
町
と
し
て
も
町
内

全
域
で
利
用
で
き
る
よ
う
今
後

も
要
望
活
動
を
し
て
い
く
。

質
問
　
地
域
で
要
望
活
動
を
す

れ
ば
整
備
は
早
ま
る
の
か
。

横
田
総
務
課
長
　
今
回
の
市
街

地
へ
の
整
備
に
お
い
て
も
、
商

工
会
の
協
力
も
あ
り
早
ま
っ
た

と
思
う
の
で
可
能
性
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
今
後
の

光
回
線
利
用
・
普
及
の
進
度
に

よ
っ
て
早
ま
る
可
能
性
も
あ
る

と
思
う
。

質
問
　
光
通
信
網
の
豊
間
根
・

船
越
地
区
へ
の
整
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が

整
備
し
て
い
る
が
、
採
算
ベ
ー

ス
な
ど
を
考
え
る
と
市
街
地
の

整
備
が
優
先
と
な
る
。
光
フ
ァ

イ
バ
ー
用
機
械
の
収
容
施
設
が

な
い
の
も
要
因
で
あ
る
。

質
問
　
今
後
、
病
気
の
遠
隔
診

断
や
難
視
聴
対
策
な
ど
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
重
要
で
あ
る
。
豊
間

根
地
区
の
コ
ネ
ク
タ
ー
関
連
企

業
な
ど
も
早
期
に
整
備
さ
れ
る

周
知
し
て
い
く
。
法
人
の
設
立

は
住
民
の
自
律
・
自
主
的
な
意

思
や
活
動
が
基
本
で
あ
る
が
、

住
民
か
ら
の
設
立
相
談
が
あ
れ

ば
支
援
し
て
い
く
。

質
問
　
待
っ
て
い
た
の
で
は
進

展
が
望
め
な
い
の
で
は
。

横
田
総
務
課
長
　
積
極
的
に
周

知
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
度
を

深
め
な
が
ら
協
働
の
町
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

質
問
　
執
行
部
・
職
員
が
意
識

を
持
っ
て
住
民
と
の
協
働
を
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
住
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
。

横
田
総
務
課
長
　
ご
指
摘
の
と

お
り
努
力
し
て
い
き
た
い
。

長林自治会による国道４５号脇の花
壇整備の様子（船越地区）

（９）

豊間根信議員

住
民
協
働 積極的に協働の町づくり

住民協働の成果と今後の展開

全
域
普
及
を
目
指
し
要
望
活
動
す
る

「
光
通
信
網
」豊
間
根
・
船
越
へ
の
整
備

情報化推進
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質
問
　
旧
山
田
病
院
跡
地
に
つ

い
て
２
点
伺
う
。

①
跡
地
の
売
買
契
約
は
い
つ
ご

ろ
成
立
の
予
定
か
。

②
建
物
の
耐
震
調
査
結
果
は
い

つ
ご
ろ
公
表
さ
れ
る
の
か
。

沼
崎
町
長
　
　

①
県
医
療
局
と
の
こ
れ
ま
で
の

協
議
で
は
、「
年
度
内
に
仮
契

約
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
」
と
の

意
向
の
よ
う
で
あ
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
医
療
局
と
し
て

の
具
体
的
な
考
え
方
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
は

早
期
に
売
買
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後
協
議
の
場
を

設
定
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て

い
く
。

②
９
月
時
点
で
の
中
間
報
告
で

は
、
増
築
棟
部
分
の
コ
ア
の

圧
縮
試
験
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
は
２
階
の
１
本
が
わ
ず

か
に
下
回
っ
て
お
り
、
他
は

い
ず
れ
も
設
計
基
準
強
度
を

上
回
り
比
較
的
良
い
品
質
を

保
っ
て
い
る
。　

月
下
旬
に

１２

正
式
な
判
定
結
果
が
通
知
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

質
問
　
県
立
山
田
病
院
の
医
師

確
保
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
町

民
が
一
体
と
な
り
医
師
不
足
の

解
消
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

院
内
に
は
　
科
の
診
療
科
が
あ

１１

る
が
８
科
は
毎
日
診
療
し
て
い

な
い
。
今
後
の
取
り
組
み
方
の

姿
勢
を
伺
う
。

沼
崎
町
長
　
山
田
病
院
は
、
当

町
の
地
域
総
合
病
院
と
し
て
町

民
の
救
急
救
命
及
び
健
康
管
理

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
山
田
病
院
の
診
療

体
制
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
岩
手

県
や
岩
手
県
医
療
局
及
び
宮
古

病
院
に
医
師
確
保
・
応
援
診
療

の
要
請
を
行
っ
て
き
た
。

　
本
年
度
も
９
月
　
日
の
市
町

１４

村
要
望
の
中
で
、
岩
手
県
知
事

に
対
し
直
接
要
望
書
を
提
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
宮
古
圏
域
に

お
け
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、

宮
古
圏
域
５
市
町
村
長
で
厚
生

労
働
省
、
岩
手
県
及
び
岩
手
県

医
療
局
に
対
し
、　

月
　
日
、

１０

２５

　
日
に
宮
古
病
院
循
環
器
科
の

２６常
勤
医
師
の
継
続
派
遣
要
請
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
医
師
不
足
は
、
病
院
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
救
急
医
療
の

た
め
の
医
師
確
保
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。　

月
に
山

１２

田
病
院
で
設
置
予
定
の
「
県
立

山
田
病
院
地
域
懇
談
会
」
の
動

向
も
注
視
し
な
が
ら
医
師
確
保

に
努
め
て
い
く
。

町の考えを聞く

９月１４日に山田病院の医師確保に関する要望な
どが県に対して行われました（長崎地区）

（１０）

木下志き子議員

県
立
病
院 医師確保に努める

医師不足解消を

早
期
売
買
を
申
し
入
れ
て
い
る

旧
山
田
病
院
売
買
契
約
の
予
定
は

施設活用
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町の考えを聞く

質
問
　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道

「
山
田
道
路
」イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
の
交
通
渋
滞
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
町
民
も
早
期
解
決

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

質
問
　
山
田
病
院
が
開
院
し
て

「
山
田
道
路
」か
ら
町
内
に
右
折

す
る
車
両
が
増
え
、
交
通
事
故

が
心
配
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

五
十
嵐
住
民
生
活
課
長
　
山
田

道
路
か
ら
の
車
両
が
多
く
な
り

右
折
す
る
車
両
の
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
も
、
宮
古
警
察
署

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
大
沢
漁
港
の
津
波
・
高

潮
対
策
は
県
営
の
海
岸
保
全
事

業
と
し
て
、
平
成
　
年
度
か
ら

１６

　
年
度
ま
で
の
　
年
計
画
で
施

２５

１０

工
中
で
あ
る
。
近
い
将
来
高
い

確
率
で
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

大
地
震
に
よ
る
津
波
が
心
配
さ

れ
る
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

①
現
在
ま
で
の
工
事
進
捗
状
況
。

②
今
後
の
工
事
の
見
通
し
。

沼
崎
町
長
　
　

①
計
画
延
長
２
２
６
６
ｍ
に
対

し
約
６
％
１
５
０
・
６
ｍ
。

総
事
業
費
　
億
円
に
対
し
　

３０

１９

年
度
末
３
億
１
６
０
０
万
円

で
進
捗
率
は
　
・
５
％
。

１０

②
平
成
　
年
度
工
事
見
通
し
は

２０

　
ｍ
の
整
備
予
定
と
聞
い
て

５０い
る
。

質
問
　
防
潮
堤
の
延
長
が
２
２

６
６
ｍ
で
工
事
が
終
わ
っ
た
延

長
が
１
５
０
・
６
ｍ
で
は
平
成

　
年
度
の
完
成
は
無
理
な
の
で

２５は
な
い
か
。

内
田
水
産
振
興
主
幹
　
現
在
ま

で
の
工
事
進
捗
状
況
で
は
大
変

厳
し
い
。
県
に
対
し
早
期
完
成

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。

を
望
ん
で
い
る
。「
山
田
道
路
」

が
開
通
し
た
５
年
前
か
ら
数
回

一
般
質
問
を
し
て
き
た
。

　
町
長
は
所
管
の
県
公
安
委
員

会
へ
早
急
に
改
善
す
る
よ
う
要

望
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
の
交
通
渋
滞
解
消
に
つ

い
て
は
、
平
成
　
年
　
月
　
日

１９

１０

３０

に
岩
手
県
公
安
委
員
会
宛
で
宮

古
警
察
署
に
改
善
の
要
望
書
を

提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
赤

信
号
の
際
に
大
沢
方
面
か
ら
町

内
に
向
か
う
南
進
車
両
を
左
折

矢
印
信
号
に
よ
り
誘
導
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
警

察
か
ら
は
現
状
や
交
通
の
実
態

を
詳
し
く
調
査
し
検
討
し
た
い

大沢方面から町内に向か
う南進車両の渋滞緩和が
期待される山田インター
チェンジ付近の交差点

（１１）

道又秀悦議員

道路行政

関
係
機
関
に
強
く
要
望

山
田
Ｉ
Ｃ
付
近
の
渋
滞
緩
和
・
事
故
防
止
対
策

防災対策

県
に
早
期
完
成
を
要
望

防
潮
堤
完
成
を
急
げ
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町の考えを聞く

質
問
　
　

①
県
立
山
田
病
院
の
医
師
確
保

の
見
通
し
は
。

②
旧
山
田
病
院
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
の
県
医
療
局
と
の
話

し
合
い
状
況
、
耐
震
調
査
状

況
は
。

③
本
年
の
出
生
数
の
見
通
し
は
。

新
年
度
の
子
育
て
支
援
策
と

し
て
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

沼
崎
町
長
　

①
医
師
確
保
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
今
ま
で
も
町
独
自
で

要
請
し
て
い
る
が
、
今
後
さ

ら
に
町
村
会
な
ど
を
通
じ
て
、

国
・
県
に
要
請
し
て
い
く
。

②
町
は
当
初
、
更
地
で
の
買
入

れ
か
ら
増
築
棟
部
分
の
利
活

用
も
検
討
し
た
い
と
し
て
、
耐

震
調
査
の
承
諾
を
得
て
診
断

を
委
託
し
た
。
　

月
下
旬
に

１２

判
定
結
果
が
通
知
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を

基
に
、
活
用
の
方
向
が
定
ま

れ
ば
、
正
式
に
増
築
棟
の
活

用
に
つ
い
て
申
し
入
れ
た
い
。

③
本
年
の
出
生
数
は
１
２
０
名

を
見
込
ん
で
い
る
。
新
年
度

は
自
園
型
の
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
の
実
施
を
検
討
し

て
い
る
。

質
問
　
　

①
地
域
営
漁
計
画
の
策
定
は
。

②
カ
キ
の
出
荷
状
況
は
。

③
秋
サ
ケ
漁
の
実
績
と
回
帰
率

向
上
の
取
り
組
み
は
。

④
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
増
殖
の
見
通

し
と
密
漁
対
策
は
。

⑤
資
源
と
大
型
ト
ロ
ー
ル
の
影

響
を
調
査
し
、
必
要
な
規
制

を
国
・
県
に
要
請
を
。

沼
崎
町
長
　

①
　
年
度
に
策
定
す
る
こ
と
に

１９し
て
い
る
。
山
田
湾
、
織
笠

は
年
内
の
策
定
を
目
指
し
て

い
る
。

②
　
月
ま
で
の
金
額
で
前
年
比

１０　
～
　
％
と
な
っ
て
お
り
、

５４

７７

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
風
評
被
害
の

影
響
が
残
っ
て
い
る
。

③
　
月
末
で
山
田
市
場
は
重
量

１１で
１
３
３
％
、
金
額
で
１
３

２
％
、
船
越
市
場
は
重
量
金

額
と
も
　
％
で
あ
る
。

７７

④
ア
ワ
ビ
は
昨
年
　
・
８
ｔ
と

２８

前
年
比
２
４
７
％
に
増
加
し

た
。
今
年
　
月
は
前
年
を
上

１１

回
っ
て
い
る
。
ウ
ニ
は
天
然

資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
漁
獲

に
よ
る
間
引
き
が
重
要
で
あ

る
。
密
漁
対
策
は
重
要
で
あ

り
、
県
は
漁
業
調
整
規
則
を

改
正
し
、
罰
則
強
化
を
検
討

し
て
い
る
。

⑤
町
は
沖
合
底
引
き
網
漁
業
と

釣
り
漁
業
者
が
共
存
で
き
る

よ
う
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

に
漁
具
改
良
な
ど
の
研
究
を

要
望
し
て
い
る
。

今後の利活用方法について医療局との話し合
いと耐震判定結果が待たれる「旧山田病院」

カキの出荷に備え船上で作業する様子（山田湾）

（１２）

佐藤照彦議員

水産振興

前
年
比

～

％

５４

７７

カ
キ
の
出
荷
状
況
は

引
き
続
き
国
・
県
に
要
請

医
師
確
保
の
見
通
し
は

県立病院
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質
問
　
町
で
は
漁
協
な
ど
に
補

助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
補
助

金
を
受
け
て
い
る
組
合
の
役
員

は
報
酬
が
な
い
と
理
解
し
て
よ

い
か
。

沼
崎
町
長
　
現
在
、
町
が
経
営

安
定
の
た
め
に
出
し
て
い
る
補

助
は
、
町
内
３
漁
協
の
財
務
改

善
に
対
す
る
補
助
と
、
山
田
漁

連
の
運
営
に
対
す
る
補
助
が
あ

る
。
補
助
金
を
受
け
て
い
る
組

合
の
平
成
　
年
度
役
員
報
酬
は
、

１８

財
務
改
善
の
補
助
を
受
け
入
れ

て
い
る
２
漁
協
と
山
田
漁
連
が

無
報
酬
、
財
務
改
善
の
１
漁
協

が
報
酬
を
出
し
て
い
る
。

質
問
　
財
務
改
善
す
る
た
め
に

町
と
し
て
補
助
を
出
し
て
い
る

が
、
町
民
の
税
金
で
あ
る
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漁
協
職
員
の
給
料
を
減
ら
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

状
況
で
ト
ッ
プ
が
報
酬
を
も
ら

う
の
は
ど
う
か
。

内
田
水
産
振
興
主
幹
　
本
日
こ

の
よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
漁
協
の
方
に
も
伝
え

た
い
。

質
問
　
勤
務
評
価
が
最
低
な
職

員
に
は
、
退
職
勧
奨
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
ま
た
、
分
限
免
職
も
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
勤
務
評
価
制
度
の

目
的
は
、
職
員
の
資
質
の
向
上

や
適
正
な
人
事
管
理
の
指
針
と

す
る
た
め
で
あ
る
が
、
現
在
試

行
中
で
あ
り
評
価
項
目
の
内
容

や
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
評
価
の

具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
は
、

勤
務
評
価
を
本
格
的
に
実
施
す

る
中
で
検
討
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　
分
限
処
分
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
務
員
法
第
　
条
、　

条
に

２７

２８

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に

基
づ
い
て
対
応
す
る
こ
と
と
な

る
。

質
問
　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
検

討
し
て
い
る
か
。

横
田
総
務
課
長
　
試
行
期
間
で

２
年
目
に
入
っ
て
い
る
。
評
価

の
内
容
は
、
勤
務
態
度
あ
る
い

は
能
力
の
評
価
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
評
価
項
目
が
あ
る

が
、
課
に
よ
っ
て
職
種
も
違
い
、

勤
続
年
数
・
経
験
も
異
な
る
こ

と
か
ら
、
評
価
の
基
準
を
ど
こ

に
お
く
か
と
い
う
こ
と
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

町の考えを聞く

医療給付を担当する職員の様子
（住民生活課医療給付担当）

（１３）

阿部幸一議員

総
務
行
政 職員の資質向上に努める

勤務評価で職員の適正な評価を

１
漁
協
が
報
酬
を
出
し
て
い
る

補
助
を
受
け
て
い
る
漁
協
の
役
員
報
酬
は

水産振興
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議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
３
常
任
委
員

会
が
あ
り
、
毎
年
町
の
事
務
・
調
査
（
所
管
事
務
調
査
）
を
実

施
し
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
　
年
の
調
査
が

１９

終
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
先
進
地
に
出
向
い
て
の
町
外

調
査
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

常任委員会リポー常任委員会リポートト

　
年
の
所
管
事
務
調
査
が
終
了

１９
先
進
地
視
察
で
ま
ち
づ
く
り
学
ぶ

　
総
務
常
任
委
員
会
（
道
又
秀

悦
委
員
長
ほ
か
４
人
参
加
）
と

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
木
下

志
き
子
委
員
長
ほ
か
４
人
参

加
）
は
、　

月
　
日
と
　
日
に

１１

１２

１３

山
形
県
の
河
北
町
と
朝
日
町
を

訪
ね
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
河
北
町
は
人
口
２
万
８
８
１

人
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

お
よ
そ
　
億
円
、
総
面
積
　
・

６４

５２

　
錫
の
う
ち
　
％
が
平
野
部
で
、

３８

７０

サ
ー
ビ
ス
業
を
主
な
産
業
と
す

る
町
で
す
。

　
朝
日
町
は
人
口
８
５
９
２
人
、

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
お
よ

そ
　
億
円
、
総
面
積
１
９
６
・

４３
　
錫
の
う
ち
　
％
が
山
林
で
、

７３

７６

り
ん
ご
を
中
心
と
し
た
果
樹
栽

培
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
は
「
財
政

の
現
状
と
運
営
」
と
「
行
政
改

革
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

「
財
政
の
現
状
と
運
営
」に
つ
い
て

　
河
北
町
の
一
般
会
計
の
状
況

は
、
本
年
度
の
見
込
み
を
含
め
、

実
質
単
年
度
収
支
が
３
年
連
続

で
１
億
円
を
超
え
る
赤
字
で
、

同
年
度
に
は
１
億
６
０
０
０
万

円
程
度
の
財
政
調
整
基
金
の
充

当
も
あ
り
、
こ
の
事
態
を
重
く

受
け
止
め
、
健
全
財
政
を
堅
持

す
る
た
め
の
一
層
の
努
力
を
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
朝
日
町
も
平
成
　
年
度
は
実

１８

質
単
年
度
収
支
の
赤
字
が
１
億

円
を
超
え
、
税
収
入
が
少
な
く

約
　
％
の
地
方
交
付
税
に
依
存

５０
す
る
町
は「
三
位
一
体
の
改
革
」

な
ど
の
国
の
方
針
に
左
右
さ
れ
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
地

方
債
の
縮
減
な
ど
健
全
財
政
に

向
け
て
努
力
す
る
強
い
姿
勢
を

感
じ
ま
し
た
。

「
行
政
改
革
の
推
進
」
に
つ
い
て

　
河
北
町
で
は
、
毎
年
職
員
を

採
用
す
る
こ
と
の
基
本
方
針
を

継
続
し
、
各
年
代
の
均
衡
と
定

数
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
住
民
協
働
の
推
進
で
は
、
事

業
を
実
施
す
る
区
（
町
内
会
）

に
対
し
、
基
本
額
と
加
算
額
か

ら
な
る
「
地
域
振
興
総
合
交
付

金
」
制
度
を
定
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
朝
日
町
は
、
本
町
同
様
の
推

進
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
　
年
２１

度
ま
で
の
歳
出
改
革
効
果
の
目

標
は
約
５
億
円
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

感
想
　
山
形
県
の
同
郡
の
町
間
で
、

面
積
の
大
小
や
平
地
の
割
合
、

過
疎
と
都
市
周
辺
部
な
ど
の
条

件
に
よ
る
地
域
格
差
の
縮
図
を

見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

か
と
い
っ
て
河
北
町
が
必
ず
し

も
磐
石
の
財
政
状
況
と
も
思
わ

れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
対
照

的
な
両
町
か
ら
、
現
在
わ
が
町

が
抱
え
る
課
題
へ
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
研
修
で
し
た
。

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、

「
町
民
の
医
療
と
健
康
」「
学
校

給
食
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
河
北
町
の
県
立
河
北
病
院
で

は
、
開
業
医
が
平
日
午
後
７
時

か
ら
　
時
ま
で
救
急
診
療
に
協

１０

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宿
直
医

の
負
担
が
減
り
、
救
急
患
者
へ

の
診
療
が
充
実
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
２

園
（
お
か
ず
給
食
）
、
小
学
校
６

校
（
完
全
給
食
）
、
中
学
校
１
校

（
補
食
給
食
）
に
給
食
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
　

年
度
か
ら
調
理

１８

業
務
と
運
搬
業
務
を
民
間
に
委

託
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
朝
日
町
の
町
立
朝
日
病
院
で

は
、
医
師
確
保
の
た
め
大
病
院

で
は
経
験
で
き
な
い
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
積
極
的
に

研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
大
切
さ
、
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
将
来

ひ
と
り
で
も
多
く
の
医
師
に
勤

務
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
給
食

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
４
校
と

分
校
１
校
で
完
全
給
食
、
中
学

財政の現状と運営、医療と健康について説明を受ける総務
常任委員と教育民生常任委員（山形県河北町）

総　　務

財
政
運
営
と
行
政
改
革
推
進
を
調
査

教育民生

医
療
と
健
康
の
取
り
組
み
を
調
査
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調査を基に要望

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
山

﨑
幸
男
委
員
長
ほ
か
５
人
参

加
）
の
町
外
調
査
は
、　

月
　

１０

２２

日
と
　
日
に
行
わ
れ
、「
地
域
資

２３

源
を
活
用
し
た
観
光
の
取
り
組

み
」「
企
業
誘
致
な
ど
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
」
を
テ
ー
マ
に

宮
城
県
石
巻
市
を
、「
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
お
け
る
市
へ
の
波
及

戦
略
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
合

併
に
よ
り
豊
富
と
な
っ
た
自

然
・
食
材
・
施
設
な
ど
を
上
手

く
連
携
さ
せ
新
た
な
観
光
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
が
進
む
中
で
、
活

性
化
対
策
と
し
て
「
石
ノ
森
萬

画
館
」
を
建
設
し
た
が
駐
車
場

は
設
け
ず
、
市
街
地
に
あ
る
駐

車
場
を
活
用
し
探
索
さ
せ
る
こ

と
で
活
性
化
を
図
る
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
は
、

女
川
原
発
が
近
い
こ
と
か
ら
他

の
地
域
よ
り
も
充
実
し
た
助
成

内
容
で
あ
っ
て
も
、
地
方
経
済

の
低
迷
で
企
業
進
出
が
少
な
く

厳
し
い
状
況
の
よ
う
で
し
た
。

　
本
町
の
経
済
を
活
性
化
す
る

効
果
」
を
テ
ー
マ
に
陸
前
高
田

市
の
県
立
高
田
松
原
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
宮
城
県
石
巻
市

　
宮
城
県
石
巻
市
（
人
口
　
万
１６

７
千
人
）
は
、
平
成
　
年
４
月

１７

に
１
市
６
町
に
よ
る
合
併
に
よ

り
、
新
た
な
観
光
を
展
開
す
る

た
め
、「
新
生
石
巻
市
・
観
光

た
め
に
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
他
の
市
町
村
に
な
い

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
岩
手
県
立
高
田
松
原
野
外
活

　
動
セ
ン
タ
ー
（
陸
前
高
田
市
）

　
岩
手
県
立
高
田
松
原
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
４
年
に

開
所
し
　
年
目
を
迎
え
、
利
用

１６

者
は
累
計
で
１
１
４
万
人
と

な
っ
て
い
る
。
市
へ
の
波
及
効

果
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
公
の

施
設
で
あ
り
具
体
的
な
数
値
は

つ
か
ん
で
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
宿
泊
棟
も
備
え
た
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
県
内
に
な
く
、
高
校

の
合
宿
や
市
・
県
が
主
催
す
る

大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
大
き
な
波
及
効
果
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
本
町
に
も
青

　各常任委員会では、平成１９年に行った

所管事務調査の結果を基にそれぞれ町政

への要望事項をまとめ１２月７日、町長へ

提出しました。主なものを抜粋して紹介

します。

■総務常任委員会

①津波災害などから磯漁業従事者及び海上

作業者を守るため、防災行政無線の機器

整備や漁業関係者と関係機関との協議の

場を設定し、安全対策をより強化すること。

②国の財政の黒字化の方針から、今後にお

いても地方交付税の減額は避けられない

状況のようである。引き続き国や県など

の情報を的確に把握し、健全な財政運営

に努めること。

③町税などの滞納解消にあたり、滞納繰越

分については内容を十分調査し、体制や

徴収事務処理などを工夫しながら徴収率

向上に努めること。

④行政区や学区など地域の実情を踏まえた

消防団の区域の調整に努めること。

■教育民生常任委員会

①介護保険の現状と課題について、介護保

険施設入所待機者の解消を図るため、小

規模多機能型居宅介護施設の開設を支援

するなど、介護サービスの充実に努める

こと。

②国民健康保険事業の運営については、滞

納者の実態をより詳しく分析した上で、

できるだけ資格証明書を発行しないよう

努力すること。

③環境、廃棄物処理、リサイクルについて

は、環境基本計画の中で町としての努力

目標を事業所や住民に対して、具体的に

わかりやすい形で示すこと。

④中高連携を成功させるため、地域全体で

山田高校を支えていくことが大事であり

生徒たちの頑張りが町民に伝わるように

積極的な広報活動をしてほしい。

■産業建設常任委員会

①柳沢北浜地区土地区画整理事業の見直し

については、地区住民に対し、十分理解

を得られるよう説明することとし、町民

全体の福祉の向上に支障がないよう配慮

すること。

②町発注の工事入札に際しては、地元業者

の活用・育成の観点に立ち、地元業者を

優先的に指名するようにしてほしい。

③カキ殻の有効活用（堆肥としての活用な

ど）を図るため、産・学・官・民が連携

して研究・開発を行うなどの取り組みを

進めてほしい。

④産業振興については、町の活性化を図る

ため、観光客を積極的に呼び込むための

観光イベントを考えてほしい。

イ
ベ
ン
ト
波
及
効
果
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
産
業
建
設
常
任
委
員

少
年
の
家
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
、
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（１５）

校
で
委
託
に
よ
る
補
食
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
業

務
の
見
直
し
を
図
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
両
町
で
の
研
修
を
終
え
、
医

師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
住

民
の
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
医
療
機
関
が
連
携

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

産業建設

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
取
り
組
み
を
調
査
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「
や
ま
だ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
古
紙
１０
０
％
の

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ（
植
物
油
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議会ア・ラ・カ・ル・ト

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
毎
年
、
今
年
こ
そ
は
と

思
い
を
寄
せ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
実
り
あ
る
「
良
い
年
」
で
あ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
▼
「
良

い
年
」
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
な
が

ら
も
、
昨
年
か
ら
続
く
原
油
の
高
騰

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
灯
油
・
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
価
格
は
ど
こ
ま
で
値

上
が
り
す
れ
ば
気
が
す
む
の
か
と
言

い
た
く
な
る
状
況
。
こ
れ
か
ら
冬
本

番
を
迎
え
る
北
国
に
と
っ
て
、
暖
を

と
る
た
め
の
灯
油
の
高
騰
は
家
計
に

大
き
く
響
き
ま
す
。
新
年
早
々
日
用

品
な
ど
の
値
上
が
り
で
我
々
の
日
常

生
活
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
と
の
こ
と
。

原
油
の
高
騰
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ

と
が
一
番
温
か
さ
を
感
じ
る
瞬
間
か

も
し
れ
ま
せ
ん
▼
昨
年
を
漢
字
一
字

で
表
す
と
「
偽
」
で
あ
る
と
の
こ
と
。

今
年
は
皆
さ
ん
と
町
に
と
っ
て
偽
り

の
な
い
「
幸
」
多
き
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
…
合
掌
　
　
　
　
　（
小
林
）

あ

と

が

き

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長
　
　
昆
　
　
　
暉
　
雄

委
 員
  長
　
　
生
　
駒
　
利
　
治

副
委
員
長
　
　
黒
　
沢
　
一
　
成

委
　
　
員
　
　
小
　
林
　
　
　
隆

　

〃
　

　
　
豊
間
根
　
　
　
信

　

〃
　

　
　
稲
　
川
　
勝
　
憲

　

〃
　

　
　
山
　
崎
　
泰
　
昌

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪回回回回

（１６）

―
目
標
（
夢
）
は

　
コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
訪

問
演
奏
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
、
地
域
の
人
か
ら
愛
さ
れ

る
吹
奏
楽
部
に
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
技
術

を
向
上
さ
せ
、
去
年
果
た
せ
な

か
っ
た
東
日
本
大
会
出
場
を
目
標

に
全
員
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

人
の
心
に
響
く
演
奏
を
目
指
し
て

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

―
山
田
の
未
来
に
望
む
こ
と
は

　
い
ま
以
上
に
音
楽
が
溢
れ
る
町

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
吹
奏
楽
や
合

唱
な
ど
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
音
楽

を
楽
し
め
、
遠
く
か
ら
も
お
客
さ
ん
が

聴
き
に
き
て
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
る

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

―
山
田
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　
き
れ
い
な
山
と
海
に
囲
ま
れ
て
大
好

き
な
音
楽
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
で
音
楽
を
し
て

い
る
と
と
て
も
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。

春
は
桜
を
…
夏
は
新
緑
を
…
秋
は
紅
葉

を
…
冬
は
雪
景
色
を
…
い
ろ
い
ろ
な
四

季
を
楽
し
み
な
が
ら
音
楽
が
奏
で
ら
れ

る
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。

部　長

佐々木舞子さん ２

山
田
高
校
吹
奏
楽
部

欠 席 者 等 氏 名本会議種別月　日

○佐々木良一郎第４回定例会１２月５日

○佐々木良一郎〃１２月６日

欠席者等なし〃１２月７日

議員出欠表 ◎病気入院　□公務欠席

△遅刻早退　○自己都合

目指せ全国大会！山田高校吹奏楽部


